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筆者紹介
東京大学大学院印度哲学専攻ヴェーダンタ
現園師峰中学校教師（Seoul市）
英国 Oxford大学 D.Phil.印度仏教（初期仏教）
現東京大学外国人研究員
東京大学大学院博士課程印度仏教
（初期仏教及び南方上座仏教）
大正大学大学院博士課程印度仏教（法華思想）
東京大学大学院博士課程中国仏教（華厳思想）
東京大学大学院文学博士中国仏教（華厳学）
現全南大学哲学科講師
韓国精神文化研究院 PostDoctor 
東洋大学大学院文学博士韓国仏教（華厳学）
韓国精神文化研究院韓国学大学院博士課程修了
現東京大学大学院在学韓国仏教（華厳学）
東京大学大学院博士課程日本仏教（戒律思想、）
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一九九六年四月二七日 午後二時
東京大学仏教青年会館
党真，慧拳，李妨淑，美龍求（以上，大正大学）沈仁慈，
曹潤鋪，正闇，金銘友（以上，東京大学）日蔵，李受妨，（以
上，立正大学），ー黙，国忠（駒津大学），永朗（東洋大学）
（委任）浄巌
一，経過及び会計報告
会長である日蔵師からの挨拶に続いて，正圏副会長が『韓
国仏教学SEMINAR』六号出版を中心とした経過報告をし，
さらに会長の結算報告とこれに対する会員らの承認が行
われた．
向後研究活動に関する意見交換
新任員の選出
日蔵会長，正園副会長の任期終了に伴い，新しく任員の
選出が行われた．その結果，会長には，慧撃師（大正大
学），副会長には， j字巌師（東京大学）が選出された．
会議終了後，懇親会を開く．
t;:, 
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0親睦活動
一 名誉会員でいらしゃる，禁印幻博士の定年を記念して慰労会を次の
ように聞いた．
日時
場所
出席者
一九九六年九月六日 午後六時
五反田 ゅうぽーとホテル
察印幻師，吉津宜英先生，木村清孝先生， 康東均先生，
外多数
この慰労会は，平成寺浄殿師から物心両面の支援を頂戴い
たした．
前会長，日蔵師の帰国にあたり送別会を兼ねて会員親睦会を次のよ
うに開いた．
日時
場所
出席者
一九九七年三月二八日 午後一時
上野，東天紅
慧皐，沈仁慈， 日蔵， 李受妨， 一献，李餅淑，盲潤鏑，
党真，園忠，正圃，海雲，李慈朗，金貞姫，宣周，
空海，壁空，喜哲
日蔵師に留皐生印度学仏教学研究会の名前で帰国記念品を贈呈
曹潤鏑会員の帰国にあたり送別会を次のように開いた．
日 時 一九九八年三月十三日午後一時
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場所 上里子，東天紅
出席者慧皐，沈仁慈，曹潤鏑，正園，金銘友，李慈朗，金貞姫，
金京南，梁ー模
曹潤鏑会員に留皐生印度学仏教学研究会の名前で帰国記念品を贈呈
0本号の出版補助費として，大韓仏教曹渓宗教育院から金百万円ン，会員
の浄厳師から金五万円をご支援いただきました．ここに厚く御礼を申 し上
げます．
